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「第４回 播磨町図書館を使った調べる学習コンクール」
入選作品決定
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　妊婦が風しんにかかると、生まれてくる子どもが先
天性風しん症候群にかかる可能性があります。これか
ら春先にかけて、風しんが流行する季節になります。
女性が安心して妊娠・出産できるよう、同居家族など

周囲の方々は、風しんにかからないように気をつけま
しょう。
≪風しんにかからないためのポイント≫
・風しんの流行時期はできるだけ人ごみには行かない

ようにしましょう
・手洗い・うがいを徹底しましょう
・咳

せき

エチケットを実践しましょう
・マスクを着用しましょう

風しん注意報発令中！

　１月19日に表彰式を行い、奨励賞以上の作品を表彰しました。応募総数982点の中から、以下の
43作品が入選いたしました。各賞の受賞者は下記のとおりです。なお優秀な作品は、公益財団法人 
図書館振興財団主催の「第17回図書館を使った調べる学習コンクール」(全国コンクール)に出品し、
22作品が入選しました。（応募総数52,186作品）

　教育長賞（４作品）
●小学生の部
　中島 悠（蓮池小学校５年）　
　薮野 智香（播磨南小学校３年）
●中学生の部
　上笹 のぞみ（播磨中学校２年）　
●一般の部
　木﨑 實

　図書館長賞（４作品）
●小学生の部
　藤野 智朗（播磨小学校６年）
　杉ノ原 昂太郎（播磨南小学校３年）
●中学生の部

播磨中学校２年（和田 華苑、上笹 のぞみ、山脇 聖菜、
細田 彩夏、割鞘 修大）
●一般の部
　髙木 賢一　※全国コンクール優秀賞・毎日新聞社賞受賞

　審査委員会賞（４作品）
●小学生の部
　坂本 琉月（蓮池小学校５年）　
　小中 心結（播磨南小学校３年）　
●中学生の部
　中村 俊也（播磨南中学校１年）
●一般の部
　藤川 真紀

　ジョセフ・ヒコ賞（２作品）
●小学生の部
　上月 愛梨（加古川市立別府小学校３年）
●一般の部
　小栗 秀夫
※全国コンクール優秀賞・活字文化推進会議賞受賞

　奨励賞（８作品）
●小学生の部
　浦木 駿（播磨南小学校６年）
　浦野 遥（播磨南小学校６年）
　石野 晃成（播磨南小学校３年）
　水野 栞里（播磨南小学校３年）
●中学生の部
　上岡 綾乃（播磨中学校２年）
　龍 政樹（播磨南中学校２年）
●一般の部
　澤田 秀隆 

あかねが丘学園第33回ふるさとコミュニティ
コース第３班（石田 雅敏、古藤 隆子、橘 哲夫、
西海 良平、藤井 崇晴）

　佳作（19作品）
●小学生の部
　古川 海智（播磨南小学校６年）
　望月 柚那（播磨南小学校６年）
　入江 匡洋（播磨南小学校６年）
　岡尾 未空（播磨南小学校６年）
　藤原 霞（播磨南小学校５年）
　田村 彩花（加古川市立平岡東小学校５年）
　上笹 なつき（播磨小学校４年）
　中島 海音（播磨西小学校４年）
　宮田 樹（播磨南小学校４年）
　山口 彩音（播磨南小学校３年）
　東田 美憂（播磨南小学校３年）
　森口 日向（播磨南小学校３年）
　吉岡 咲笑（播磨南小学校３年）
　樽本 隼之介（蓮池小学校２年）
●中学生の部

新田 沙織（播磨南中学校３年）
播磨南中学校２年（藤塚 沙彩、田上 佳奈、
有藤 里美、楠 友里、廣谷 彩乃）	
田中 純治（播磨中学校１年）
●一般の部
　田中 保

あかねが丘学園第33回ふるさとコミュニティ
コース３回生第７班（岩本 邦紘、嶋 勝美、
辻本 浩務、長谷川 洋三、森本 直行）

　優良学校賞（２校）
　播磨南小学校　　播磨南中学校

▶問合せ　図書館☎０７９（４３７）４５００

▶対象　播磨町民で接種を希望する方
▶対象となるワクチン　下記のいずれか一方のみ
　・ＭＲ（麻しん風しん混合）ワクチン
　・風しん単独ワクチン
▶助成費用　上限5,000円

※接種費用が5,000円以下である場合は、実際に支
払われた接種費用が助成の上限になります。

▶接種できる医療機関　播磨町、加古川市、稲美町の
協力医療機関

▶助成期間　３月31日（月）まで
▶助成券の発行手続きに必要なもの
　印鑑（朱肉を使うもの）、申請書（郵送の場合）
▶注意点　妊娠中の方は接種できません。女性は、接種

前１ヵ月、接種後２ヵ月は避妊する必要があります

  償還払いについて  
　　３月31日までに手続きが必要です。平成25年６

月１日以降に、①助成券を使用せずに接種された
方、②協力医療機関以外で接種された方は、すこや
か環境グループで償還払いの手続きができます

▶手続きに必要な物　印鑑（朱肉を使うもの）、振込
先のわかるもの、領収証（原本）、予防接種済証（ワ
クチンの種類、接種を受けた方の氏名、接種日、医
療機関名が確認できるもの）

▶問合せ
　すこやか環境グループ
　☎０７９（４３５）２６１１

風しんの予防接種費用の助成を行います

　病気に対する抵抗力（免疫）を長く保つためには、そ
れぞれのワクチンの性質に応じて、一定の間隔で追加
接種を受ける必要があります。まだ追加接種がお済み
でない方は、春休みなどを利用して、お子さんの体調
の良いときに接種してください。
　対象者には予診票を送付しています。転入などで予
診票をお持ちでない場合は、母子健康手帳をお持ちに
なってすこやか環境グループまでお越しください。

●二種混合（ジフテリア・破傷風）
▶対象　平成14年４月２日～平成15年４月１日

生（小学校５年生相当年齢）
※二種混合予防接種の接種年齢は、11歳～13歳

未満ですが、小学校５年生での接種をお勧め
します。

●麻しん風しん混合
▶１期対象　１歳～２歳に至るまで
▶２期対象　平成19年４月２日～平成20年４月

１日生（小学校就学前の１年間）
※麻しん風しん混合予防接種（２期）の期限は、
平成26年３月31日までです。期限が過ぎると
無料で接種できませんので忘れずに接種して
ください。

●日本脳炎
▶１期対象　６ヵ月～生後90月（７歳６ヵ月）に至

るまで　
▷接種時期（標準的な接種期間）

１期初回　３歳に達した時～４歳に達するまで
１期追加　４歳に達した時～５歳に達するまで
　　　　　（１期初回終了後おおむね１年後）

▶2期対象　9歳以上13歳未満
▷接種時期（標準的な接種期間）
　９歳に達した時～10歳に達するまで
  経過措置  
　　平成17年度から平成21年度にかけての接種

の積極的勧奨の差し控えにより、日本脳炎の接
種を受ける機会を逃した人に対して、経過措置
があります。

▶対象　平成７年４月２日～平成19年４月１日生
▶接種時期・方法　20歳未満までに合計４回接種

※明石市の医療機関で接種を希望される方は、
事前に母子健康手帳と予診票を持参のうえ、
すこやか環境グループにお越しください。

▶問合せ　すこやか環境グループ 
　　　　☎０７９（４３５）２６１１

予防接種、忘れていませんか？

予防接種をおすすめします！
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▶問合せ　すこやか環境グループ
　　　　　☎０７９（４３５）２６１１
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　播磨町発行の特定健診受診票を用いずに他機関で健
診を受けられた方には、健診結果の提供をお願いして
います。健診結果の提供にぜひご協力いただきますよ
うよろしくお願いいたします。
▶健診結果の内容　下記の項目が全てそろっている健

診（検査）が対象となります
◎基本健診項目　身体計測（身長、体重、腹囲）、血圧、

生化学検査（中性脂肪、LDLコレステロール、HDL
コレステロール、AST、ALT、γ-GTP）、血糖検査

（空腹時血糖、HbA1c）、尿検査（尿糖、尿たんぱく）
◎詳細健診項目（医師が必要と認めた方のみ）　血液

学検査（ヘマトクリット値、ヘモグロビン値、赤血
球数）、生理学検査（心電図、眼底検査）
▶健診結果の提供方法　健診結果のコピーをすこやか

環境グループまで郵送していただくか、または、す
こやか環境グループ窓口までお持ちください。こち
らでコピーをとらせていただきます
※健診結果をご提供いただいた方には、健康づくり

情報を郵送させていただきます。
▶締切日　３月28日（金）
▶問合せ　すこやか環境グループ
　　　　　☎０７９（４３５）２６１１

　毎日の忙しさで、ご自身のからだのことが後回しに
なっていませんか？ 元気でいきいき過ごすために、食
事のことや生活のことについて一緒に考えてみましょ
う。
▶対象　64歳以下の播磨町在住の女性
▶日時・場所
　①３月10日（月）10：00～11：30
　　健康いきいきセンター
　②３月19日（水）９：30～11：30
　　中央公民館
▶内容
　①実技「音楽といっしょに体を動かしてみよう！」

②講話と調理実習「女性に多い貧血と骨粗しょう症
のはなし」

▶持ち物　①汗ふき用タオル、水分補給できるもの
②筆記用具、エプロン、ふきん、三角きん、健診結
果（お持ちの方）
※１回目は、体を動かしますので、動きやすい格好

でお越しください。
▶参加費　300円（調理実習代）
▶定員　先着25人
▶申込み・問合せ　すこやか環境グループ
　　　　　　　　　☎０７９（４３５）２６１１

40歳～74歳の播磨町国民健康保険加
入者へ　特定健診結果提供のお願い

女性の方限定！ 女性いきいきセミナー

とびっきり遊歩 ウォーキングイベント「播磨町を探検してみよう～南部編～」

一般社団法人 加古川医師会、加古川皮膚科医会

平成25年度 第10回 市民健康フォーラム「身近な皮膚のトラブル」
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播磨町健康いきいきセンター
☎０７９（４３５）５５７８

　近年、食の安全性に対する不安が増大していま
す。食の安全・安心を確保するためには、一人ひと
りが、食の安全性に関する正しい知識を身につけ、
自らの判断で選択できる力を身につけることが重
要です。
　計画策定時のアンケート調査結果によると、地
元や県内産のものを優先して食べている人は、地
域で産生された産物を、その地域で消費する地産
地消の意識が高まっています。米や野菜で４割以
上、魚で２割強となっており、今後も地元の農作物
や旬の食材について、普及啓発に努め、地産地消を
推進することが大切です。
　また、地震や台風などの大規模災害などによる
健康危機が発生した場合に備えて、個々人の状況
に応じた食料・飲料水などの備蓄をはじめ、災害

時の食のあり方に関する知識の習得が必要です。
＜一人ひとりの取り組み＞
・食の安全性に関心をもち、情報収集や学習に努めましょう
・日々の食事に旬の食材を意識して取り入れましょう
・できるだけ地元や県内産の食材を購入しましょう
・災害時に備えて、食料を備蓄しましょう
＜災害時の食について＞
・いざという時の心構えを常に持ち、３日分程度の食の備え

をしましょう
・日ごろから利用できる長期保存が可能な食品を買い置き

し、非常時に役立てましょう
・家族構成（乳幼児・高齢者・食物アレルギー・慢性疾患な

ど）を考慮した食品も用意しましょう
・ライフラインが止まることを予想し、熱源・調理器具など

も備えておきましょう

はりま健康プラン（第２次）③　食の安全・安心の確保
「安全を  知って感じる  食の安心」

体
脂
肪
と
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関
係

　町内３ヵ所のチェックポイントを回って歩く、ウォー
クラリーです。チェックポイントで出される健康に関
するクイズに答えながら、個々
のペースで楽しくご参加くださ
い。
※いずみ会による“野菜たっぷ
りの豚汁”の試食があります。

▶日時　３月29日（土）９：30～11：30
　　　　小雨決行。
▶集合場所　健康いきいきセンター３階
▶対象　１時間程度歩ける方
▶定員　100人
▶申込み　すこやか環境グループ
　　　　　☎０７９（４３５）２６１１

　皮膚は、大気中の細菌やホコリ、紫外線など刺激を
直接受け止め、体を守っています。また、内臓の鏡と
言われており、内臓に異常があるときは皮膚の色やツ
ヤなどに変化が現れ、健康のバロメーターです。
　高齢になると皮膚は薄くなり、ささいな刺激でもダ
メージを受けます。免疫力の低下による感染症の増加
にも注意が必要です。
　今回は、様々な皮膚のトラブルについて専門の立場
から分かりやすく説明します。正しい知識を身につけ
ましょう。皆さんの質問にもお答えします。お誘い合
わせのうえ、ぜひご来場ください。
▶日時　３月８日（土）14：00～16：00
▶場所　加古川総合保健センター ３階大会議室
▶司会　前山泰彦（後藤医院）

▶内容・講師　
「環境と皮膚」森田美智子（森田皮膚科医院）
「在宅高齢者にみられる皮膚病」佐々木一（もと皮膚
科クリニック） 
▶申込み・問合せ　申込不要です。質問のある方は、

3月1日(土)までに下記へファックスまたは郵送・
メールでご送付ください。
　なお、メールの方は、タイトルに「市民健康
フォーラム」と入力してください
市民健康フォーラム事務局
〒675-0101　加古川市平岡町新在家1224-12
☎０７９（４２１）４３０１

０７９（４２１）４３０３
Ｅメール  office@kakogawa.hyogo.med.or.jp

やせ 標準 かた太り

肥　満かくれ肥満
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